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NATIONAL STRATEGY

年
２
０
２
３
年
は
、
日
本

と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
友
好
協

力
の
50
周
年
に
当
た
る
。

12
月
に
は
東
京
で
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
特
別
首
脳

会
議
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は

こ
れ
ま
で
、
個
々
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

二
国
間
の
関
係
と
と
も
に
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
協
力
や
連
携
強
化
に
努
め
て
き
た
。

　

こ
こ
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
つ
い
て
簡
単
に
触

れ
て
お
き
た
い
。
１
９
６
７
年
８
月
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
５
カ
国
で
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
の
組
織
は
、
そ
の
後
ブ
ル
ネ
イ

（
84
年
）、
ベ
ト
ナ
ム
（
95
年
）、
ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー（
97
年
）、カ
ン
ボ
ジ
ア（
99
年
）

も
加
盟
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ
全
域
を
包

含
す
る
組
織
と
な
っ
た
。
ま
た
２
０
１
５
年

に
は
政
治
・
安
全
保
障
、
経
済
、
社
会
・
文

今

WEDGE

OPINION

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
友
好
関
係
に
至
っ
て
50
年
。も
は
や
日
本
が「
支
援
す
る
」時
代
は
終
わ
っ
た
。

こ
の
節
目
を
機
に
、両
者
は「
対
等
」の
立
場
で
協
働
し
望
ま
し
い
秩
序
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
50
年

関
係
強
化
に
必
要
な
発
想
の
転
換

化
の
三
本
柱
か
ら
な
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体

が
設
立
さ
れ
、広
範
な
分
野
で
協
力
を
進
め
、

域
内
の
連
結
性
の
強
化
や
強
靱
性
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
発
展
を
遂
げ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

最
大
の
意
義
は
、「
東
南
ア
ジ
ア
」
と
い
う

地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
醸
成
し
、
域

内
諸
国
間
の
関
係
の
安
定
に
寄
与
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。
１
９
６
０
年
代
、
原
加
盟
５
カ
国

間
の
関
係
は
極
め
て
不
安
定
で
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
武
力
紛
争
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
分
離
な
ど
、

紛
争
が
絶
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
は
そ
う
し
た
国
々
の
間
の
相
互
関
係
を

安
定
化
さ
せ
る
装
置
と
し
て
発
足
し
た
。

　

そ
の
後
の
加
盟
国
の
拡
大
は
、
原
加
盟
５

カ
国
で
構
築
し
た
安
定
的
な
関
係
を
、
全
東

南
ア
ジ
ア
領
域
に
広
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
関
係
の
安
定

米中の戦略的競争が激化する中、日本に対するASEAN諸国の期待は高まっている
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大庭三枝
Mie Oba

神奈川大学法学部 教授

国際基督教大学教養学部卒、東京大学
大学院総合文化研究科博士課程修了。
博士（学術）。専門は国際関係論、東
アジア国際政治。米ハーバード大学日
米関係プログラム研究員、東京理科大
学教授などを経て現職。著書に『重層
的地域としてのアジア』（有斐閣）など。
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トラック運送業界における残業規制強化に向けて1年を切った。「2024年問題」と呼ばれる。
しかし、トラック運送業界からは、必ずしも歓迎の声が聞こえてくるわけではない。

安い運賃を押し付けられたまま仕事量が減れば、その分収益も減るからだ。
われわれの生活を支える物流の「本丸」で、今何が起きているのか─。

文・中西 享、矢野裕児、刈屋大輔、首藤若菜、関谷次博、玉木俊明、編集部（友森敏雄、梶田美有、木寅雄斗）

Wedge Special Report

最後の暗黒大陸・物流
「2024年問題」に光を灯せ

夜
12
時
以
降
、
高
速
道
路

に
入
れ
ば
30
％
の
割
引
が

適
用
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、

そ
の
時
間
に
な
る
と
ト
ラ

ッ
ク
が
料
金
所
に
殺
到
す
る
ん
で
す
よ

…
…
」

　

取
材
中
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
の
関
係
者
か
ら

幾
度
と
な
く
聞
い
た
話
だ
。
異
例
の
早
咲
き

の
桜
と
な
っ
た
３
月
中
旬
、
そ
の
様
子
を
見

る
べ
く
、
小
誌
取
材
班
は
東
名
高
速
道
路
の

東
京
料
金
所
を
見
渡
せ
る
宮
下
橋
（
川
崎
市

宮
前
区
）
に
向
か
っ
た
。

　

23
時
40
分
。
上
り
の
料
金
所
手
前
の
側
道

に
数
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
い
る
の
が

見
え
る
。
24
時
を
待
っ
て
い
る
の
だ
。
し
か

し
、
乗
用
車
は
順
調
に
流
れ
て
い
る
。
明
ら

か
な
変
化
が
起
き
た
の
は
、23
時
55
分
頃
だ
。

側
道
に
駐
車
す
る
ト
ラ
ッ
ク
が
、
に
わ
か
に

増
え
は
じ
め
た
。

　

そ
し
て
24
時
に
な
る
と
、
ま
さ
に
〝
そ
の

時
〞
を
見
計
ら
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
が
料
金
所
に

殺
到
し
、
取
材
班
が
立
っ
て
い
た
宮
下
橋
の

下
ま
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ト
ラ
ッ
ク
の
長

蛇
の
列
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
24
時
10
分
頃

に
な
る
と
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
、
順

調
な
流
れ
に
戻
っ
た
。

　

多
く
の
読
者
は
「
物
流
」
と
聞
く
と
、
ネ

ッ
ト
通
販
で
利
用
す
る
「
宅
配
便
」
の
こ
と

を
想
像
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
も
「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
」
の
こ
と

で
あ
る
。
地
方
の
生
産
地
か
ら
都
心
の
市
場

ま
で
農
水
産
物
を
運
ん
だ
り
、
企
業
が
生
産

し
た
製
品
を
運
ん
だ
り
す
る
「
Ｂ
to
Ｂ
」
こ

そ
が
、
物
流
の
本
丸
な
の
だ
。
そ
れ
を
担
う

の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
よ
く
知
る
大
手
物
流
企

業
で
は
な
く
、
中
小
零
細
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
た
ち
だ
。

　

ト
ラ
ッ
ク
が
24
時
を
わ
ざ
わ
ざ
待
つ
の

は
、
30
％
の
料
金
値
引
き
で
嵩
上
げ
し
な
い

と
利
益
が
出
せ
な
い
ほ
ど
安
い
運
賃
し
か
も

ら
え
な
い
か
ら
だ
。荷
物
を
届
け
た
先
で
は
、

荷
卸
し
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
行

う
。
こ
れ
は
本
来
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
で
は

な
い
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
名
の
も

と
、こ
の
よ
う
な
商
慣
行
が
横
行
し
て
い
る
。

　

今
回
、
取
材
班
が
訪
れ
た
埼
玉
県
の
物
流

現
場
で
は
、
30
代
前
半
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
大

粒
の
汗
を
流
し
な
が
ら
、
１
袋
30
㌔
グ
ラ
ム

の
コ
メ
袋
を
３
０
０
個
以
上
も
、
荷
卸
し
を

し
て
い
た
（
パ
ー
ト
３
参
照
）。

「
僕
は
汗
か
き
な
ん
で
す
よ
」
と
、
細
面
の

青
年
が
、は
に
か
み
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

機
械
化
が
進
ん
だ
現
代
社
会
で
こ
う
し
た
こ

と
を
人
力
で
行
う
こ
と
に
取
材
班
は
驚
き
を

禁
じ
え
な
か
っ
た
。

　

取
材
を
終
え
て
、
そ
の
場
所
に
戻
る
と
、

「

深

WEDGE
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入
が
猶
予
さ
れ
て
き
た
。

　

だ
が
、
こ
れ
以
上
長
時
間
労
働
を
放
置
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
国
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、
来
年
４

月
か
ら
残
業
規
制
の
導
入
に
踏
み
切
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

車
両
物
流
業
界
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
と
宅
配

便
事
業
と
の
２
種
類
が
あ
る
。
中
長
距
離
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
は
日
本
通
運
な
ど
の
大
手
が

あ
る
も
の
の
、
そ
の
大
半
は
中
小
零
細
企
業

が
担
っ
て
い
る
。
宅
配
便
事
業
は
ヤ
マ
ト
運

輸
、
佐
川
急
便
、
日
本
郵
便
の
３
社
で
90
％

以
上
を
占
め
る
寡
占
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
改
革
を

推
進
す
る
国
土
交
通
省
の
担
当
者
は
「
今
回

の
残
業
規
制
を
機
に
、
少
し
で
も
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
地
位
を
改
善
し
て
い
き
た

い
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
、
賃

上
げ
を
は
じ
め
と
し
た
業
界
改
善
を
実
現
さ

せ
た
い
。
荷
主
と
運
送
事
業
者
の
主
従
関
係

を
見
直
し
、
悪
質
な
荷
主
に
対
し
て
は
、
中

小
企
業
庁
な
ど
と
連
携
し
て
、
法
執
行
を
強

化
し
て
い
く
」
と
意
気
込
む
。

　

し
か
し
、
取
材
し
た
す
べ
て
の
運
送
会
社

の
経
営
者
は
荷
主
と
は
根
深
い
主
従
関
係
に

あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
日
頃
か
ら
不
満

を
募
ら
せ
て
い
る
。

　

業
界
団
体
の
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
松

来年4月から運送ドライバーの残業時間が制限される。
適正運賃を浸透させ、物流業界の体質改善が求められている。

残業規制の導入で
物流業界の体質改善はなるのか？

文・中西 享

過
剰
な
時
間
外
労
働（
以
下
、

残
業
）
が
当
た
り
前
だ
っ

た
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
待
遇
を
改
善
す
る
た

め
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
年
間
残
業
時
間
が
９
６
０
時
間

（
月
80
時
間
）
に
制
限
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、

労
働
基
準
法
で
は
、
一
般
労
働
者
は
７
２
０

時
間
に
制
限
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
か
に
過
酷
か
と
い
う

こ
と
が
分
か
る
。

　

同
時
に
拘
束
時
間
と
休
息
時
間
を
定
め
た

「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の

た
め
の
基
準
」（
改
善
基
準
告
示
）
も
改
訂

さ
れ
る
。
拘
束
時
間
は
「
年
３
５
１
６
時
間

か
ら
３
３
０
０
時
間
」、「
月
２
９
３
時
間
か

ら
２
８
４
時
間
」
と
な
る
。
１
日
の
休
息
期

間
は
「
継
続
11
時
間
を
基
本
と
し
て
９
時
間

を
下
回
ら
な
い
」
と
さ
れ
る
。

　

ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
ネ
ッ
ト
通
販
の
増
加
な

ど
に
よ
り
荷
物
量
が
増
え
続
け
る
中
で
、
残

業
時
間
を
規
制
し
て
こ
れ
ま
で
通
り
の
延
滞

の
な
い
物
流
輸
送
は
可
能
な
の
か
。

　

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
労
働
基
準
法

が
改
正
さ
れ
、
一
般
的
な
会
社
従
業
員
の
残

業
時
間
は
19
年
４
月
（
中
小
企
業
は
20
年
４

月
）
か
ら
規
制
さ
れ
て
い
た
が
、
ド
ラ
イ
バ

ー
は
労
働
環
境
が
異
な
る
た
め
、
規
制
の
導

Part 1
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小寺康久
Yasuhisa Kotera

西濃運輸
代表取締役社長

1959年生まれ。大阪経済大学卒
業後、西濃運輸に入社。山陽ブ
ロック長兼岡山支店長、堺支店
長、執行役員営業管理部長、専
務取締役営業本部担当、セイノ
ースーパーエクスプレス代表取締
役社長などを経て、2020年4月か
ら現職。

大
手
物
流
事
業
者
か
ら
見
た
業
界
動
向
と
、働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
と
は
。

進
み
始
め
た
荷
主
の
意
識
変
化

見
え
て
き
た「
適
正
運
賃
へ
の
是
正
」

西
濃
運
輸　

小
寺
康
久 

氏　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

西
濃
運
輸
は
４
月
１
日
付
で
関
東
西
濃
運

輸
、
濃
飛
西
濃
運
輸
、
東
海
西
濃
運
輸
の
３

社
と
統
合
し
、
地
域
拠
点
間
の
幹
線
輸
送
の

効
率
化
を
図
る
。
グ
ル
ー
プ
４
社
の
ト
ラ
ッ

ク
台
数
は
約
１
万
３
０
０
０
台
、
ド
ラ
イ
バ

ー
は
約
１
万
１
０
０
０
人
。
小
寺
康
久
社
長

に
話
を
聞
い
た
。

　

当
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
２
つ
の
職
種
が

あ
る
。
一
つ
は
、
お
客
様
の
荷
物
の
集
荷
配

達
を
す
る
仕
事
。
も
う
一
つ
は
、
拠
点
間
の

長
距
離
を
走
る
仕
事
だ
。
当
社
で
は
山
口
県

か
ら
青
森
県
ま
で
の
エ
リ
ア
を
網
目
の
よ
う

に
走
ら
せ
て
い
る
。
集
配
の
方
は
残
業
時
間

を
規
制
内
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

が
、
長
距
離
の
方
に
課
題
が
残
る
。

　

新
し
い
規
制
の
中
で
、
年
間
拘
束
時
間
の

方
は
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
が
、
荷
物
の
積
み

込
み
、
積
み
降
ろ
し
を
入
れ
る
と
、
１
日
の

拘
束
時
間
が
15
時
間
ま
で
と
い
う
規
制
は
か

な
り
厳
し
く
、
こ
の
１
年
間
で
何
と
か
改
善

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

輸
送
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
長
距
離
輸

送
の
中
間
点
や
交
通
上
の
要
所
と
な
る
と
こ

ろ
に
中
継
セ
ン
タ
ー
を
置
い
て
い
る
が
、
今

後
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
残
業
時
間
を
減
ら
す
た

め
、
こ
う
し
た
中
継
セ
ン
タ
ー
を
増
や
す
こ

と
に
し
て
い
る
。
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
も
進
め
て
い
て
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
」
と
呼
ん
で
い

る
ほ
ぼ
専
用
の
貸
切
列
車
を
３
ル
ー
ト
（
仙

台
〜
大
阪
、名
古
屋
〜
福
岡
、東
京
〜
福
山
）

で
１
日
６
便
（
３
往
復
）
走
ら
せ
て
い
る
。

１
便
に
は
コ
ン
テ
ナ
約
30
個
積
ん
で
い
る
。

船
舶
も
一
部
で
利
用
し
て
い
る
。

　

長
距
離
の
運
行
便
は
当
社
で
は
１
日
当
た

り
約
４
８
０
０
便
あ
り
、
そ
の
中
の
１
２
０

０
〜
１
３
０
０
便
は
協
力
会
社
に
お
願
い
し

で
も
是
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

お
客
様
側
の
発
送
や
荷
受
け
に
伴
う
業
務

に
つ
い
て
は
、
発
荷
主
と
は
契
約
時
に
附
帯

作
業
を
含
め
た
運
賃
交
渉
も
で
き
る
が
、
着

荷
主
と
は
契
約
が
な
い
た
め
、
お
客
様
の
指

示
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
あ
る
。

　

か
つ
て
は
、
荷
主
が
上
に
立
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
「
運
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
」
と
感
謝
し
て
く
だ
さ
る
荷
主

も
増
え
て
お
り
、
か
な
り
認
識
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
国
に
は
運
賃
の
自
由
競
争
を
規

制
し
て
も
ら
え
る
も
の
な
ら
ば
し
て
も
ら
い

た
い
が
、
以
前
の
よ
う
な
過
当
競
争
状
態
で

は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
く
中

で
、
ど
の
運
送
会
社
も
物
流
を
止
め
な
い
よ

う
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
る
が
、
荷
主
か
ら

の
理
解
や
協
力
が
な
い
と
、
運
べ
る
運
送
業

者
は
ま
す
ま
す
減
る
だ
ろ
う
。

て
い
る
。
行
き
と
帰
り
の
往
復
で
荷
物
が
あ

る
場
合
は
自
社
の
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
が
、
帰

り
の
荷
物
が
な
い
コ
ー
ス
や
、
自
社
の
人
員

不
足
を
補
う
た
め
に
、
協
力
会
社
に
頼
ん
で

い
る
。
昨
今
の
情
勢
を
鑑
み
、
協
力
会
社
か

ら
運
賃
の
是
正
の
要
請
が
来
れ
ば
、
そ
の
交

渉
に
は
乗
っ
て
い
る
。

　

当
社
で
は
「
運
賃
値
上
げ
」
と
は
言
わ
ず

に「
適
正
運
賃
へ
の
是
正
」
と
言
っ
て
い
る
。

そ
の
運
賃
の
是
正
は
、
少
し
ず
つ
荷
主
側
に

理
解
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
年
度
替
わ
り

の
時
点
で
、
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
ド
ラ
イ
バ

ー
の
待
遇
改
善
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

現
在
は
、
重
量
が
増
え
れ
ば
㌔
グ
ラ
ム
当

た
り
の
単
価
は
安
く
な
り
、
距
離
が
長
く
な

れ
ば
㌔
メ
ー
ト
ル
当
た
り
で
は
単
価
は
安
く

な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
少
し

Interview 1
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貨
物
運
送
の
ド
ラ
イ
バ
ー

で
あ
る
鈴
木
純
生
さ
ん

（
仮
名
、
48
歳
）
は
、
ハ

ー
ド
な
毎
日
を
過
ご
し
て

い
る
。
午
前
４
時
に
起
床
し
、
朝
食
や
身
支

度
を
済
ま
せ
た
後
、
午
前
５
時
過
ぎ
に
軽
バ

ン
で
自
宅
を
出
る
。
元
請
け
運
送
会
社
の
事

業
所
に
到
着
す
る
午
前
６
時
か
ら
は
、
自
身

が
そ
の
日
に
配
達
を
担
当
す
る
エ
リ
ア
の
荷

物
を
軽
バ
ン
に
積
み
込
む
作
業
に
取
り
掛
か

る
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
手
作
業
だ
。

　

朝
一
の
力
仕
事
を
終
え
て
、
元
請
け
の
事

業
所
を
出
発
す
る
の
は
午
前
７
時
半
。
以
降

は
担
当
エ
リ
ア
内
で
ひ
た
す
ら
配
達
と
集
荷

を
繰
り
返
す
。
事
業
所
に
帰
還
す
る
の
は
午

後
６
時
で
、
１
日
の
拘
束
時
間
は
12
時
間
に

及
ぶ
。

　

し
か
も
そ
の
間
、
休
憩
は
ほ
と
ん
ど
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
配
達
、
集
荷
と
も
に
約

束
し
た
時
間
帯
に
顧
客
を
訪
問
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
り
、
不
在
だ
っ
た
届
け
先
に

軽

増え続ける「宅配便」。われわれの「便利な生活」を支えてくれているが、
稼げない職場となることで、一気に人手が足りなくなる危険性をはらんでいる。

宅配ドライバーの本音
働き方改革は「形骸化」する

文・刈屋大輔

Part 5

刈屋大輔
Daisuke Kariya

ジャーナリスト

1973年生まれ。青山学院大学大
学院経営学研究科博士前期課程
修了。新聞記者・雑誌副編集長
を経て、独立。著書に『ルポ　ト
ラックドライバー』（朝日新聞出版）、
『知識ゼロからわかる物流の基本』
（ソシム）など。
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再
配
達
に
出
向
い
た
り
、
常
に
時
間
に
追
わ

れ
て
い
る
た
め
だ
。

　

鈴
木
さ
ん
は
個
人
事
業
主
と
し
て
元
請
け

と
業
務
委
託
契
約
を
結
び
、
こ
の
仕
事
を
月

に
25
日
間
受
託
し
て
い
る
。
１
日
当
た
り
の

売
り
上
げ
は
平
均
１
万
８
０
０
０
円
で
、
月

に
45
万
円
程
度
の
収
入
を
見
込
む
。
さ
ら
に

平
日
の
月
曜
か
ら
金
曜
日
は
夜
間
帯
に
フ
ー

ド
デ
リ
バ
リ
ー
の
仕
事
を
掛
け
持
ち
し
、
月

に
６
万
円
ほ
ど
を
稼
い
で
い
る
。
約
50
万
円

の
収
入
の
中
か
ら
、
燃
料
代
、
車
両
代
（
リ

ー
ス
費
用
な
ど
）
と
い
っ
た
諸
経
費
や
、
税

金
・
社
会
保
険
料
な
ど
を
差
し
引
く
と
、
月

の
手
取
り
は
約
35
万
円
前
後
に
な
る
計
算

だ
。

　

こ
れ
に
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
働
く
妻

の
月
数
万
円
の
収
入
を
加
え
て
、
中
学
生
の

娘
を
含
む
家
族
３
人
の
生
計
を
立
て
て
い
る

と
い
う
鈴
木
さ
ん
。
毎
日
の
長
時
間
労
働
で

肉
体
的
な
負
荷
は
大
き
い
も
の
の
、「
贅
沢

を
し
な
け
れ
ば
、
家
族
３
人
が
普
通
に
生
活

し
て
い
け
る
だ
け
の
収
入
を
、
い
ま
は
確
保

で
き
て
い
る
。
だ
が
、
来
年
４
月
以
降
は
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
漏
ら
す
。

個
人
事
業
主
を
苦
し
め
る 

コ
ス
ト
負
担
増

　

鈴
木
さ
ん
に
限
ら
ず
、
現
在
、
多
く
の
ト

　

実
際
、
残
業
時
間
や
拘
束
時
間
の
制
限
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
面
に
負
の
影
響
を
及
ぼ

し
そ
う
だ
。鈴
木
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
見
る
と
、

１
日
12
時
間
拘
束
で
25
日
稼
働
し
て
い
る
現

状
は
１
カ
月
の
拘
束
時
間
が
３
０
０
時
間
と

な
り
、
制
限
基
準
の
「
２
８
４
時
間
以
内
」

を
超
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
来
年
４
月
か

ら
は
働
く
時
間
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。

　

鈴
木
さ
ん
は
荷
物
１
個
を
配
達
す
る
と
１

３
０
円
、
集
荷
す
る
と
同
65
円
が
収
入
に
な

る
歩
合
制
で
元
請
け
と
契
約
し
て
い
る
。
規

制
に
よ
っ
て
働
く
時
間
が
減
っ
て
し
ま
う

と
、
当
然
、
１
日
に
捌
け
る
荷
物
の
量
も
減

る
た
め
、
売
り
上
げ
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

可
能
性
が
高
い
。

　

来
年
４
月
に
向
け
て
、
鈴
木
さ
ん
は
す
で

に
元
請
け
か
ら
１
日
当
た
り
の
労
働
時
間
や

月
間
の
稼
働
日
数
の
削
減
を
打
診
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。提
示
さ
れ
た
勤
務
シ
フ
ト
は「
拘

束
12
時
間
の
22
日
稼
働
」
や
、「
拘
束
12
時

間
の
15
日
稼
働
プ
ラ
ス
拘
束
６
時
間
の
10
日

稼
働
」
な
ど
。
も
っ
と
も
、
い
ず
れ
の
パ
タ

ー
ン
を
選
択
し
て
も
、
現
状
よ
り
も
売
り
上

げ
が
減
る
の
は
確
実
だ
。

　

燃
料
価
格
の
高
止
ま
り
、
車
両
や
タ
イ
ヤ

の
価
格
上
昇
な
ど
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
が

山
積
す
る
中
で
の
売
り
上
げ
減
は
、
手
取
り

額
の
減
少
に
直
結
す
る
。

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
が
懸
念
し
て
い
る

の
は
、労
働
時
間
に
対
す
る
規
制
の
強
化
だ
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は
こ
れ
ま
で
、
仕
事
と

し
て
の
特
性
上
、
拘
束
時
間
が
長
く
な
っ
て

し
ま
う
職
種
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
労
使

間
で
協
定
（
36
協
定
）
を
結
べ
ば
、
協
定
で

定
め
た
時
間
ま
で
の
時
間
外
労
働
（
以
下
、

残
業
）
が
認
め
ら
れ
て
き
た
（
実
質
、
残
業

は
無
制
限
）。
鈴
木
さ
ん
の
よ
う
な
個
人
事

業
主
の
場
合
も
、
元
請
け
と
の
間
で
業
務
委

託
契
約
を
交
わ
す
こ
と
で
、
事
実
上
、
拘
束

時
間
制
限
の
縛
り
を
受
け
ず
に
何
時
間
で
も

働
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
来
年
か
ら
は
、
そ
れ
は
で
き

な
く
な
る
。
し
か
も
、
会
社
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー（
労
働
者
）
だ
け
で
な
く
、

鈴
木
さ
ん
の
よ
う
な
個
人
事
業
主
も
、
荷
主

や
元
請
け
と
い
っ
た
使
用
者
側
に
配
慮
義
務

が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
規
制
の
対
象
に
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
法
改
正
は
、
過
労
死
の
防
止
な
ど

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
の
改
善

を
目
的
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
肝
心
の

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
か
ら
は
そ
れ
ほ
ど
歓
迎
さ

れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
「
働
く
時
間
が
減
る

こ
と
で
、
収
入
も
減
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
」（
都
内
で
働
く
20
代
軽
貨
物
ド
ラ
イ

バ
ー
）
と
危
惧
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
体
力
的
に
は
し
ん
ど
い
仕

事
だ
が
、
そ
れ
な
り
に
稼
げ
る
の
が
魅
力
だ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
先
は
稼
げ
な
く
な
っ

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
今
の
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
も
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
辞

め
て
新
し
い
仕
事
を
探
す
し
か
な
く
な
る
」

と
腹
を
括
っ
て
い
る
。

　

個
人
事
業
主
だ
け
で
は
な
い
。
会
社
に
所

属
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
も
来
年
４
月
以
降

は
賃
金
ダ
ウ
ン
を
強
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
相

次
ぎ
そ
う
だ
。

　

あ
る
大
手
物
流
会
社
が
実
施
し
た
賃
金
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
時
給
を
１
７
０
０
円
（
男
性
ド
ラ
イ
バ
ー

平
均
＝
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
21
年
度
調
査

デ
ー
タ
に
基
づ
く
）、
月
間
所
定
労
働
時
間

を
１
７
６
時
間
（
22
日
稼
働
、週
休
２
日
弱
）

に
設
定
し
、
現
行
法
下
で
認
め
ら
れ
て
い
る

拘
束
時
間
上
限
２
９
３
時
間
、
時
間
外
労
働

の
上
限
95
時
間
ま
で
働
い
た
場
合
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
１
カ
月
の
賃
金
は
50
万
１
１
０
０
円

（
所
定
内
賃
金
29
万
９
２
０
０
円
＋
時
間
外

賃
金
20
万
１
９
０
０
円
）
と
な
る
。

　

そ
れ
が
23
年
４
月
か
ら
は
割
増
賃
金
率
の

引
き
上
げ
（
月
60
時
間
を
超
え
る
残
業
分
は

割
増
率
が
25
％
か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
）
に

伴
い
、
時
間
外
賃
金
が
一
時
的
に
21
万
６
８

０
０
円
ま
で
増
え
る
。
所
定
内
賃
金
と
の
合
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2
０
２
１
年
か
ら
22
年
に
か

け
て
、
世
界
的
に
大
き
な

話
題
に
な
っ
た
「
メ
タ
バ

ー
ス
」。
日
本
で
も
、
22

年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
る
ほ
ど
聞
き
慣
れ
た
言
葉
に
な
っ
た
。
政

府
も
「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」
と
ば
か
り

に
、
メ
タ
バ
ー
ス
や
Ｗウ

ェ
ブ
ス
リ
ー

ｅ
ｂ
３
の
活
用
に
前

向
き
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
そ
ん
な
政
府

の
号
令
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
メ
タ
バ

ー
ス
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
は
日
本
を
代
表
す
る

名
だ
た
る
大
手
企
業
が
次
々
と
協
賛
し
て
い

る
。
そ
し
て
現
在
も
、
異
次
元
の
Ｓ
Ｆ
世
界

が
生
ま
れ
る
か
の
よ
う
な
謳
い
文
句
が
飛
び

交
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
米
国
で
は
ど
う
も
風
向
き
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
メ
タ
バ
ー
ス
を

牽
引
し
て
き
た
メ
タ
社
が
事
業
の
停
滞
に
よ

っ
て
、
昨
年
11
月
以
降
、
１
万
人
以
上
を
レ

イ
オ
フ
し
て
い
る
の
は
そ
れ
を
象
徴
し
て
い

る
。

　

筆
者
は
３
月
、
米
国
で
開
催
さ
れ
た
メ
タ

バ
ー
ス
に
関
連
す
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
招
待
さ
れ
た
。
米
大
手
映
画
会
社

や
世
界
に
名
だ
た
る
通
信
企
業
な
ど
の
Ｖ
Ｉ

Ｐ
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
そ
こ
で
も
や

は
り
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
行
く
末
を
懐
疑
的
に

み
る
人
た
ち
が
多
か
っ
た
。

ザッカーバーグ氏が「次
のインターネットとな
る」と期待するメタバー
ス。その行く末は……

B
LO

O
M

B
ER

G
/G

ET
T

YIM
A

G
ES

　

特
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
経
営
者

な
ど
に
話
を
聞
く
と
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
対
す

る
印
象
に
日
本
と
の
温
度
差
を
感
じ
た
。
例

え
ば
、
オ
ハ
イ
オ
州
を
拠
点
に
Ａ
Ｒ
（
拡
張

現
実
）
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
起
業

家
は
、「
一
般
人
に
は
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
が
高

額
す
ぎ
て
普
及
す
る
気
配
が
な
い
。
毎
日
使

WEDGE  REPORT

暗雲漂うメタバース
「マルチバース」は救世主になるか
「メタバース」への関心が高まっているが、米国ではその行く末を懐疑的にみる人が多い。
メタバースの技術的な課題を解決しようと、米国で新たな構想が動いている。現在地を取材した。

文・山田敏弘 Toshihiro Yamada

国際ジャーナリスト
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古谷知之 Tomoyuki Furutani

慶應義塾大学総合政策学部 教授

慶應義塾大学総合政策学部卒、東京大学大学院工学系研究科博士課程
修了。2015年より現職。専門は先端モビリティー（ドローンなど）の
社会実装、先端技術と安全保障、応用統計学、都市工学。

聞き手

増永真悟 Shingo Masunaga

慶應義塾大学SFC研究所 上席研究員

エストニア・タリン大学大学院で修士号（国際関係論）取得。2021年、
フィンランド・トゥルク大学大学院で博士号（東アジア学）取得。同
年より現職。専門は戦間期の北欧諸国における日本の諜報活動史。

取材協力

聞き手・古谷知之
取材協力・増永真悟

構成・編集部（大城慶吾、野川隆輝）

バルト三国から日本へ
駐日大使が語るロシアの脅威

ロシアによるウクライナ侵攻は、ソ連の占領を経験したバルト三国にとって「繰り返してはならない歴史」だった。
一貫してロシアの脅威を訴えていたバルト三国。だが、主要国にその声は届かなかったとの思いが滲む。

フランスやドイツなど大国の〝声〟は日本のメディアでも報じられるが、
彼らのような小国の〝声〟が取り上げられる機会は少ない。
バルト三国は今、何を思うのか、駐日大使たちに聞いた。

WEDGE  SPECIAL  OPINION
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SPECIAL  OPINION  バルト三国から日本へ

古
谷　

日
本
は
安
保
関
連
三
文
書
を
改
訂

し
、
防
衛
生
産
基
盤
強
化
に
乗
り
出
し
た
。

エ
ス
ト
ニ
ア
は
日
本
に
何
を
期
待
す
る
か
。

レ
イ
ナ
ル
ト　

ま
ず
は
日
本
の
決
断
を
歓
迎

し
た
い
。
日
本
は
か
つ
て
、
防
衛
装
備
・
防

衛
技
術
に
関
す
る
制
限
が
あ
り
、
海
外
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
の
協
力
機
会
は
比
較
的
限
ら
れ

て
き
た
。
今
後
は
日
本
に
お
け
る
防
衛
関
連

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
エ
ス
ト
ニ
ア
を
含

む
日
本
と
志
を
同
じ
く
す
る
国
々
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
間
に
、
新
た
な
協
力
の
機

会
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
わ
が
国
の
防
衛
・
宇
宙
企
業
を

代
表
す
る「
エ
ス
ト
ニ
ア
防
衛
ク
ラ
ス
タ（
Ｄ

ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ 

Ｅ
ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ａ 

Ｃ
ｌ
ｕ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）」（
以
下
、
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
と
い
う
非

営
利
団
体
は
、
研
究
開
発
分
野
で
日
本
と
の

協
力
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｅ
Ｃ

は
エ
ス
ト
ニ
ア
企
業
、
研
究
開
発
機
関
と
そ

れ
ら
の
顧
客
か
ら
な
る
国
際
協
力
と
エ
ス
ト

技
術
を
軍
用
と
民
生
用
に

線
引
き
す
る
こ
と
は
不
可
能

古
谷　

日
本
版
の
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
米
国
防
総

省
の
国
防
高
等
研
究
計
画
局
）
創
設
に
向
け

て
日
本
が
学
べ
る
こ
と
は
あ
る
か
。

レ
イ
ナ
ル
ト　

わ
が
国
は
限
ら
れ
た
資
源
し

か
持
た
な
い
小
国
で
あ
る
。
技
術
開
発
に
お

い
て
、
軍
用
と
民
生
用
と
の
間
に
線
引
き
を

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
信

じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
大
学

や
研
究
機
関
は
軍
用
・
民
生
用
問
わ
ず
、
興

味
が
あ
る
日
本
の
研
究
機
関
と
の
協
力
に
対

し
て
は
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
。

古
谷　

海
外
か
ら
は
、
日
本
の
科
学
技
術
に

関
す
る
開
発
・
調
達
の
意
思
決
定
が
遅
い
と

の
指
摘
も
あ
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
が
意
識
し
て

い
る
こ
と
は
何
か
。

レ
イ
ナ
ル
ト　

わ
れ
わ
れ
の
根
底
に
あ
る
の

は
、
約
50
年
に
及
ぶ
ソ
連
に
よ
る
占
領
の
歴

史
だ
。１
９
９
１
年
に
独
立
を
回
復
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
現
代
世
界
に
対
し
て
後
れ

を
取
っ
て
い
た
。
そ
の
間
の
国
家
発
展
の
後

れ
を
取
り
戻
し
、
世
界
に
追
い
つ
く
た
め
に

は
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
が
必
要
だ
っ
た
。
わ
れ

わ
れ
は
、
全
て
の
分
野
に
対
し
て
十
分
な
時

間
的
余
裕
が
あ
る
と
感
じ
た
こ
と
は
一
度
も

な
い
。

ヴァイノ・レイナルト
Väino Reinart

駐日エストニア大使
1962年エストニア生まれ。92年外務省
入省後、一貫して外交畑を歩む。2007
年に駐米大使、17年エストニアが欧州
連合（EU）理事会議長国時代にEUの
通商政策委員会議長を務めた。エスト
ニア外務省通商・開発協力次官を経て、
18年11月より現職。

ニ
ア
の
防
衛
産
業
の
輸
出
な
ど
を
目
的
と
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。
Ｄ
Ｅ
Ｃ
と
そ
の
加
盟

者
は
エ
ス
ト
ニ
ア
の
防
衛
産
業
の
輸
出
な
ど

を
目
的
と
し
て
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
た
ち
に

対
し
て
、
人
的
・
経
済
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
、
研
究
開
発
、
そ
の
他
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け

る
協
力
機
会
の
全
て
の
フ
ェ
ー
ズ
を
通
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｅ
Ｃ
で
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
や
電
子
工
学
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
光
通
信
学
、
陸

上
・
海
洋
に
お
け
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
に
お
け

る
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
能
力
の
特
定
お
よ
び
促

進
の
た
め
に
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
国
防
省
や
内

務
省
と
も
緊
密
に
連
携
し
て
い
る
。
日
本
お

よ
び
日
本
と
志
を
同
じ
く
す
る
国
々
と
の
間

の
国
際
防
衛
協
力
に
関
す
る
制
限
が
解
か
れ

よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
お
互
い
に
学
ぶ
べ

き
点
が
多
々
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

古
谷　

エ
ス
ト
ニ
ア
の
国
防
戦
略
の
中
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
化
・
自
動
化
技
術
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

レ
イ
ナ
ル
ト　

ロ
ボ
ッ
ト
化
と
自
動
化
技
術

は
、
現
代
の
防
衛
産
業
に
お
け
る
研
究
開
発

に
完
全
に
結
合
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ

ッ
ト
化
、
ま
た
は
サ
イ
バ
ー
空
間
に
端
を
発

す
る
脅
威
の
発
見
と
排
除
も
含
め
、「
技
術

的
進
歩
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
自
然
な
こ

と
だ
。
例
え
ば
わ
が
国
で
防
衛
・
民
生
用
向

け
の
無
人
車
両
を
製
造
し
て
い
る
ミ
ル
レ

ム
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
社
は
、
政
府
や
民
間
企

業
と
密
接
に
協
力
し
て
お
り
、
伝
統
的
な
防

衛
装
備
技
術
と
無
人
車
両
と
い
う
現
代
的
ア

プ
ロ
ー
チ
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
る
。

　

サ
イ
バ
ー
分
野
な
ど
の
新
領
域
も
考
慮
に

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
国
の
国
防

省
は
「
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ
Ｒ
14
」
と

い
う
組
織
を
創
設
し
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
訓
練
や
そ
の
有
効
性
の
実
験
・
確
認

な
ど
を
10
年
以
上
積
み
重
ね
て
い
る
。

SPECI AL OPINION
PART 1

エストニア

ソ
連
の
占
領
下
で
遅
れ
た
国
家
の
発
展

こ
れ
が〝
危
機
感
〞の
根
源

世
界
最
先
端
の「
電
子
国
家
」で
あ
る
エ
ス
ト
ニ
ア
。

防
衛
面
で
は
日
本
と
ど
の
よ
う
な
協
力
が
可
能
な
の
か

─
。
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全ての経験を糧にした
展示会ブースデザインのカリスマ

竹
村
尚
久
さ
ん
（
52
歳
）
は
展
示
会

ブ
ー
ス
専
門
の
デ
ザ
イ
ン
会
社

「
ス
ー
パ
ー
ペ
ン
ギ
ン
」
を
東
京
・
上
大
崎

で
営
ん
で
い
る
。
従
業
員
７
人
で
去
年
の
売

り
上
げ
が
１
億
７
７
０
０
万
円
。
コ
ロ
ナ
禍

で
展
示
会
の
開
催
が
激
減
し
た
中
、
よ
く
健

闘
し
た
と
自
己
評
価
し
て
い
る
。

　

竹
村
さ
ん
の
会
社
は
、
展
示
会
に
ブ
ー
ス

を
出
す
企
業
主
や
組
合
、
自
治
体
が
顧
客
で

あ
る
。
顧
客
が
ブ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
を
竹
村

さ
ん
に
任
せ
た
お
か
げ
で
「
ど
れ
だ
け
多
く

の
商
談
が
ま
と
ま
っ
た
か
。
あ
り
が
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
う
の
が
キ
モ
で
あ
る
。
つ
ま

り
来
場
者
を
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
ら
せ
、
出
展

者
側
と
商
談
さ
せ
、契
約
を
結
ん
で
も
ら
う
。

そ
う
し
た
契
約
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
竹

村
さ
ん
と
し
て
は
成
功
な
の
だ
。

　

し
か
し
、
デ
ザ
イ
ン
一
つ
で
商
談
の
多
寡

が
決
定
的
に
変
わ
る
の
か
と
疑
問
に
思
う
向

き
も
あ
ろ
う
。
竹
村
さ
ん
は
ブ
ー
ス
で
客
を

待
ち
構
え
る
な
、
な
ど
、
事
前
に
接
客
の
基

本
も
教
え
る
し
、
出
展
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
き
、顧
客
に
聴
講
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

竹
村
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
と
集
客
法
は
な
ぜ
有

効
な
の
か
。
そ
の
辺
り
は
彼
の
経
歴
を
た
ど

る
中
で
、
自
ず
と
得
心
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

１
９
７
０
年
、
兵
庫
県
姫
路
市
生
ま
れ
。

父
親
は
新
日
鉄
に
勤
め
、
技
術
指
導
の
担
当

だ
っ
た
。
竹
村
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ
引
っ

込
み
思
案
で
、
ろ
く
に
友
達
も
で
き
な
か
っ

た
。
中
学
の
と
き
父
親
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

転
勤
に
な
っ
た
。
同
地
を
拠
点
に
マ
レ
ー
シ

ア
や
タ
イ
な
ど
の
工
場
や
加
工
業
者
を
技
術

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
だ
。
家
族
全
員
が
父
親

と
一
緒
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
り
、
竹
村
さ

ん
も
同
地
の
日
本
人
学
校
で
学
ん
だ
。

　

帰
国
後
は
京
都
の
同
志
社
国
際
高
校
に
入

っ
た
。
生
徒
の
３
分
の
２
が
帰
国
子
女
だ
っ

た
が
、
な
じ
め
な
か
っ
た
。
寮
に
入
っ
て
通

学
し
、
部
活
は
剣
道
部
だ
っ
た
。
弱
い
自
分

が
嫌
で
、
せ
め
て
精
神
的
に
強
く
な
り
た
い

と
い
う
願
い
か
ら
だ
が
、
３
年
間
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
は
な
れ
ず
、
い
つ
も
補
欠
だ
っ
た
。

　

大
学
は
当
初
、
機
械
科
に
進
も
う
と
考
え

て
い
た
が
、
次
第
に
建
築
に
興
味
が
移
っ
て

い
っ
た
。中
学
で
は
図
形
や
数
学
が
好
き
で
、

父
親
も
「
建
物
を
建
て
る
仕
事
が
い
い
の
で

は
」
と
言
っ
て
い
た
。
だ
が
、
同
志
社
に
は

建
築
学
科
が
な
い
。
そ
の
た
め
建
築
学
科
の

あ
る
大
学
に
進
も
う
と
考
え
た
。
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
進
学
は
諦
め
、
ま
と
も
に
受
験
勉
強

で
入
試
に
向
き
合
う
と
決
め
た
の
だ
。
３
年

に
な
っ
て
か
ら
寮
を
出
て
下
宿
に
入
り
、
受

験
に
一
人
取
り
組
み
始
め
た
。

　

翌
年
の
春
、
法
政
大
学
工
学
部
の
建
築
学

科
に
進
学
で
き
た
。大
学
で
も
剣
道
は
続
け
、

４
年
後
、
大
学
院
の
工
学
研
究
科
建
築
工
学

専
攻
に
進
ん
だ
。

　

大
学
、
大
学
院
と
も
一
貫
し
て
デ
ザ
イ
ン

工
学
に
囲
ま
れ
、
認
知
科
学
や
人
間
工
学
、

動
線
、
美
学
な
ど
に
親
し
ん
だ
の
が
竹
村
さ

ん
で
あ
る
。

　

96
年
、
大
学
院
を
修
了
し
て
東
京
の
大
手

竹村尚久さん
Naohisa Takemura

SUPER PENGUIN代表取締役 （52歳）

PROFILE

法政大学大学院
工学研究科修了

展示会ブースデザイン
会社創業

建設会社

第174回

イラストレーション・木原未沙紀 Misaki Kihara
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	038-039_2305_34_sp1_物流_P5_2022
	050_2305_25_R1_マルチバース_2022
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